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1. 人材を引き付けて維持できるような柔軟な
働き方モデルを導入しましょう。

● 会社員の 3 分の 2 以上が、週に 2 日以上オフィスから離れて
仕事をしたいと考えています1。

● 柔軟な働き方ができるかどうかは、多くの会社員にとって重
要なポイントです。柔軟なモデルの導入は、パフォーマンス
の高い人材の獲得につながります。

● これから社会に出てくる若い世代は、仕事はどこからでも
作業ができるツールを使ってするものだと考えています。

1 PwC、米国におけるリモートワークに関する調査、2021 年

ほとんどの人が、個人的にも Gmail をはじめとする
Google Workspace アプリをすでに使用していることが
わかりました。特に、若い人たちからは入社後「ここで
は Google Workspace を使えるんですね」という声をよ
く聞きます。彼らはすぐに仕事になじんでくれます。”

米国アリゾナ州 プログラム マネージャー Heather Sheston 氏

1 億 4,000 万人
Google Workspace を使用
している学生と教育者の数



仕事は特定の場所でするもので
はなくなりました。従業員が
しっかりと線引きをし、バラン
スを取れるよう支援しましょう。

● パンデミックの中、会社員たちは
個人の時間と仕事の時間のバラン
スを取るのに苦労しています。

● 従業員のステータスを状況に応
じて表示できるツールを使用し
ましょう。ステータス例: 業務
時間内、不在、予定なし、予定
あり

● 従業員がどこで仕事をしていても、
ユーザー、データ、デバイスを脅
威から保護するコラボレーション
ソリューションを選びましょう。

Google のおかげで、これまでの
固定概念に縛られない方法でビ
ジネスを継続させ、従業員の安
全とつながりを維持できました。
Google Workspace を使えば
社内での共同作業は簡単です。
Meet を使って、ヘルプデスクも
24 時間 365 日対応で稼働して
います。また輸送部門では、
Google Workspace 上に構築し
た在宅勤務対応ディスパッチ
プラットフォームを使用して、
「社会的距離」措置を実践でき
ました。”

Schnucks エンドポイントおよび
クラウド セキュリティ担当シニア
マネージャー Mike Kissel 氏

Google Workspace は、不
正なソフトウェア、フィッ
シング攻撃、迷惑メールの
99.9% をブロックします。

2.



ビデオ会議のベスト プラク
ティスを採用して、従業員
がオフィスと自宅のどちら
で仕事をしているかに関係
なく、常に連絡を取ること
ができるようにしましょう。
● おそらく、まだしばらくは社会的

距離を取る必要があるでしょう。
必要な広さや使用人数などを勘案
し、会議室の使い方を再考しま
しょう。

● 会議室のサイズを小さくして部屋
数を増やし、個人のスペースを増
やすことを検討しましょう。また、
これらの場所にはビデオ会議設備
を備えておくようにします。同時
に、社会的距離を取りつつ共同作
業やちょっとしたチーム ミーティ
ングができるよう、共有スペース
を作り、予約して使えるようにし
ます。

● できるだけ手で物に触れる回数を減
らせるようにしましょう。たとえば、
音声コマンドでビデオ会議の開始と
終了ができるようにします。

当社は世界中にチームがあるの
ですが、連絡を取り合うのに
Meet が大活躍しました。オン
サイト勤務から在宅勤務モデル
に移行するにあたり、お互いを
思いやる当社の文化を守り、育
てていくのに役立ちました。リ
アルタイムの共同作業、ライブ
会議、あるいはバーチャル
ハッピーアワーでのストレス軽
減など、当社のチームは Meet 

をいろいろな方法で活用してい
ます。お互いの間に距離はあり
ますが、確実に「対面」で連絡
しあえることは、仕事を続ける
熱意を保つうえでかけがえのな
い力となりました。”

Telus 最高情報責任者
Michael Ringman 氏

3.

Google Meet が 2020 年第 3 四半期に
ホストしたビデオ会議は、1 日の利用者数
が 2 億 3,500 万人、1 日の会議時間は
75 億分に上りました



ビデオ会議をするだけではコラボレーション
とは言えません。仮想的にアイデアのブレ
インストーミング、改善、発表を行えるよう
にする、シームレスに統合されたツールを
従業員が使えるようにしましょう。

Google Workspace を使用して、医療従事
者が行う管理タスクをより効果的かつ効率
的にしています。これにより、医療従事者
は患者と対面時間を約 30% 増やすことがで
きました。これは、私たちがずっと望んで
いた結果です。”

Hunterdon Healthcare 最高情報責任者
Daniel Morreale 氏

Google Workspace 
によって革新的に働く
ことができるように
なったと感じている
ユーザー2

2 Google 社内調査、2019 年

● 従業員がチームとして機能するためには、ビデオ会議だけでな
く、非同期コミュニケーション、単一ファイルでの同時作業、
共有リソースの検索などができるツールが必要です。

● メッセージング、会議、ドキュメント、タスクをまとめた統合ワー
クスペースにより、従業員は作業の進め方の模索ではなく、実際の
作業により多くの時間を使うことができます。

● フロントライン ワーカーを含むすべての従業員がクラウドネイ
ティブのツールを使えるようにすることで、コラボレーションと
イノベーションを促進し、ビジネスを推進できます。

75%

4.



COVID-19（新型コロナウイルス感染症）に
より、仕事を取り巻く環境は変わりました。
ツールセットを見直して、より統合された、
より柔軟な方法で前進しましょう。

● パンデミックの間に従業員が共同作業を行うのに使用したすべ
てのツールを特定します。合理化とコスト削減を実現し、かつ
従業員の混乱を最小限に抑えられる方法を見つけましょう。

● 長期的なソリューションを選ぶ際には、変更に伴う混乱や管理
作業をできるだけ少なく抑えつつ、従業員が新しいツールをす
ばやく簡単に使い始められるようにすることが肝要です。

● 統合されたワークスペースを導入すると、従業員がアプリから別
のアプリに切り替えるのに費やす時間を減らせるため、生産性が
向上します。同時に、コンテキストに基づくインテリジェントな
提案を活用して作業の効率性をさらに高めることもできます。

Google Workspace ではデプロイや使用が非常に簡単
なソリューションが提供されているため、従業員の
コラボレーション ツールをデプロイし保守する際に
これまで経験したような苦痛は一切感じません。”

Nielsen 最高情報責任者 Kimberly Anstett 氏

Google Workspace は世界中の
20 億人以上のユーザーに使用
されています5.



これから社会人になる学生等を含む何十億人も
のユーザーに愛用されている Google Workspace

は、従業員が効率的にコミュニケーションやコ
ラボレーションを行えるようにします。Google 

Workspace は、オンサイト体制への復帰、リ
モートワーク体制の拡充、あるいはハイブリッ
ド モデルの構築のいずれに向かっている組織で
も、最も重要な資産、すなわち従業員が力を合
わせ、俊敏に、そして革新的に働けるよう支援
します。

詳細については workspace.google.com
をご覧ください
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メール
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数百万の企業から信頼され、未来の
働き方への移行を加速しています。

貴社は未来の働き方

へ至る道のりのどの

段階にいますか？

移行 最適化 革新計画

チェックする

https://inthecloud.withgoogle.com/future-of-work-21/register.html?version=a

	未来の働き方への移行を�加速する �5 つの方法
	1 億 4,000 万人 Google Workspace を使用�している学生と教育者の数
	仕事は特定の場所でするものではなくなりました。従業員がしっかりと線引きをし、バランスを取れるよう支援しましょう。 
	ビデオ会議のベスト プラクティスを採用して、従業員がオフィスと自宅のどちらで仕事をしているかに関係なく、常に連絡を取ることができるようにしましょう。
	Slide Number 5
	Slide Number 6
	Slide Number 7


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ENU <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 6
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /RomanDefault
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


